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子どもの思考力.表現力を高める指導のあり方 
(安八郡小学校算数部会テーマ) 

神戸町立神戸小学校岡本千加子 

1　主題設定の理由

安八郡の研究主題は､ 『知･徳･体の調和のとれたたくましい児童生徒の育成』であり､ ｢思考力･

判断力･表現力を育むための知識･技能の習得･活用と言語活動を充実させる授業づくりの推進｣

を目指している｡

そうした中､児童を見てみると､学習する必要性を理解しつつも､自ら学習に取り組めないとい

う実態がある｡また､ ｢学び｣の二極化傾向が見られる中､学習意欲(興味･関心)の向上や基礎的･

基本的事項の確実な習得と活用､言語活動の充実をめざす｢授業づくり｣が必要であると感じてい

る｡

算数科においては､学習指導要領の改訂を受け､算数的活動を一層充実させ､基礎的･基本的な

知識･技能を確実に身に付け､数学的な思考力･表現力を育て､学ぶ意欲を高めることが求められ

ている｡言語活動をともなった算数的活動の研究を重ねていくことは､数学的な思考力･表現力を

身につけさせるという今日的な課題に解決の方向を示すものであり､結果として､基礎的･基本的

な知識や技能を確実に身につけさせることになると考える｡

以上のことから､子どもに考える力を身につけさせるために言語活動を充実させ､表現力を高め

たいと願い､本主題を設定した｡

2　研究内容

(1)学習内容と身に付けさせたい思考力･表現力の明確化

(9指導内容の系統を明確にした単元構想

②単元･単位時間における身に付けさせたい思考力･表現力

(2)主体的な学びと､基礎的･基本的な知識や技能を身に付けさせる指導のあり方

(》ねらいに迫る指導のあり方

②習熟を図る学習過程の工夫

③補充的指導の位置付け(授業研究会を受けて)
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3　研究実践

3年生｢あまりのあるわり算｣の実践より

(1)学習内容と身に付けさせたい思考力･表現力の明確化

①指導内容の系統を明確にした単元構想

本単元内で身に付けさせたい基礎･基本や学習内容の構造を明らかにした単元構想図を作

成し､さらに評価規準や評価方法を明確にした単元指導計画を作成したo

. 【単元のねらい1
あまりのある除法の計算のしかたを知り､日常生活に進んで用
いようとする意欲をもつ｡

乗法九九を1回適用する除法(包含除･等分除)について､半具体

物や図や絵を使って分ける活動を通して､あまりのある場合の
意味とその計算方法について理解する｡

半具体物や図や絵を使って考えることを通して､除法のあまり
の意味や､あまりと除数の大小関係について理解する｡

具体的場面について考えることを通して､あまりのある除法の

確かめ方を理解する｡

あまりのある除法を適用する場面について､問題の解き方を図

や式で考えることを通して､あまりの意味やあまりの処理のし
かたを理解し､閉居を解決することができるo

一既習内容】
<2年>　かけ算､かけ算の九九づくり､かけ算九九のひょう

･乗法の意味　･乗法九九の構成　･乗法の交換法則の素地

<3年>　かけ算

･乗数や被乗数が0の場合の乗法､ 1 0の乗法

<3年>　わり算

･乗法の意味と立式　･ oや1の除法

･除数が1位数で乗法九九1回適用のあまりのない除法
･何十÷ l柾数-何十　･何十何÷ l柾数-何十何

(各位が割り切れる)

<4年>わり.算の輩算 
･2位数÷1位数の計算原理方法､筆算 

･わる数×商+あまり-わられる数の関係 

･3位数÷1位数の計算原理方法､筆算 

･何倍かを求める除法 
･1とみる大きさを求める除法 
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【あまりのあるわり算】

1.あまりのあるわり算

3.たしかめ

⑧評価テスト
今まで学んだことを生かして､進んで問題を

解くことができる｡ (考) (義) (知)

⑥⑦れんしゆう　まとめよう
さまざまな問題に進んで取り組み､習熟を図
る｡ (考) (秦) (知)

2.あまりのあるわり算の問題(本時)

⑤35(14)÷4(本時) 
･あまりの除理の必要な問題解決の場面 

で､あまりの処理のしかたについてその 

根拠を明確に説明するo(考) 
･あまりのあるわり算になる間額場面で 

は､必ずしも計算結果が答えにはならな 
いことを理解し､適切なあまりの処理の 

仕方が分かるo(知) 
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単元指導計画

( 1)単元の評価規準

ア算数-の関心一意 �49�Hｧy4�,椅ﾈ*i_ｲ�ウ数量や図形につい �4y�I|ｨ.)�ﾘﾆ�,�,(*"�

欲.億度 凾ﾄの表現一処理 �,H,ﾉ&ﾙ�B粳yﾘ���

内 ����H,ﾈ�9j�.)Uﾈ.ﾘ+R�整数の意味､表わし方 偖ﾈ�肩竧.斡ﾉ�Hｧﾈ+�.b�整数の表し方について 

容 兩ｺI���H,ﾈ賈�Xﾇh螽,��や整数の四則計算にか �.����H/�Uﾈ.ﾘ+x+�,h*｢�の理解を深め､整数に 

のご �*�*�.ﾘ.�&ﾘ藕.(ｵｩEﾈ,ﾂ�かわる算数的活動を通 �,X*ｸ.�,h,h.�,唔���B�ついての感覚を豊かに 

まと 冲ﾉw�+:Hｷ�-�+ｸ.ｨ.x,ﾂ�して､数学的な考え方 �,ﾈ賈�Xﾇh螽*ｨｦﾘ瑚,�,R�するとともに､整数の 

との ��ｸ�.(ｭhﾅx/�貂-x+ﾘ.��の基礎を身に付け､事 �*ｺH+ｸ.ｨ.x/�4ｹ��,冽��四如計算の意味を理解 

ま評 仗�;�/�zx,H,Hﾖﾈ*h+ﾘ.��負について見通しをも �*(.�+�,h*ｨ,X*ｸ.唐��している. 

り価 �+x.�+�,h,ﾈｧ�+X+8.(.b�ち筋道を立てて考え 

規 津 �+8,亢9WH*ｺHｽ�/�,Y�b�ｨ�,��h*�+ｸ*H,h+x.��ｲ�る○ 

早 ��ｹuﾘ.�,ﾈ*�.傚ﾉd�,ﾈﾇb�○余りのない除法を基 ��ｹuﾘ.�,ﾈ*�.傚ﾉd�ﾇh蠅�Or余り｣の意味､余 

算を用いる場合で �,唔uﾘ.�,ﾈ*�.��ｨﾘr�ができ､答えの確か �.�,h��H,ﾉ�X抦ｭb�

も､余りのない除法 �,ﾈ�d�,X.�H�hﾕ霎2�めをすることができ 佛zB�*�.h-�uﾘ.�,ﾈ*��

76 佗h螽,i:�ﾈ,亊I�x���九を用いて答えの求 �.��ｲ�る除法の計算のしか 
l の 佇�,乖駅�+X.h*H,h+r�め方を考えることが ��ｹuﾘ.�,ﾈ*�.�*�.傚ﾉd��たを理解しているD 

秤 �.停�できる○ �/��Hｧy4�,渥H���ﾈ��

価 凵實[親場面によって､ �.)?ｨ�ﾙ�hｨ�,�4ｹ��,��

規. 剽]りの処理のしかた 冽�*(.�+�,h*ｨ,X*ｲ�

準 凾�H夫することがで きる○ �.���

学 ��uﾘ.�,ﾈ*�.傚ﾉd��ｩl｢�①既習の除法や具体的 ��uﾘ.�,ﾈ*�.傚ﾉd�ﾇh蠅�①余りのある除法計 

習 �,X.�Iuﾘ.�*ｨ,�*(�｢�な操作を結びつけ �*ｨｦﾘ��,�,X*ｺF���"�井と乗法を関連さ 

宿 俘x,i:�+h.h*H,傚ﾉd��て､乗法九九を用い 遁e9uﾘ.�,ﾈﾇh螽/�"�せることを通して. 

tb �,ﾈ�ｩlｨ,X*�.�+�,h,��た答えの求め方を考 ���2ｶ�ﾖ�,ﾈ�,�*��余りの意味を理解 

に 亢9WH*ｺI��/�,Yuﾘ.��えることができる. �,H,ﾘ-�,I9ｨ*h,ﾈｦﾘ*��し､余りは除数より 

お �,ﾈ,�*(�d�ﾇh螽/�ｨ��②余りのあるわり井に �-�*ｨ,X*ｸ.��ｲ�.も小さくしなけれ 

け 冽�+X,Hﾖﾈ*h.h*H,h+R�なる問題場面では､必 ��uﾘ.�,ﾈ*�.傚ﾉd�/��B�ばならないことを 

る �,H*(.薬�ずしも計算結果が等 乂y4�,渥I�x��ﾈ�.)?｢�理解している. 

具 凾ｦにはならないこと ��ﾙ�hｨ�,�4ｹ��,冽�*"�②余りのあるわり算に 

体 凾ﾉ気付き､余りの処理 �.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�なる閉居場面では､ 

の 凾ﾌしかたを工夫する 剳Kずしも計策結果が 

秤 価 規 準 凾ｱとができる○ 剴嘯ｦにはならないこ とを理解し､適切な 余りの処理の仕方が 分かるB 

(2 時 著轌;�,iUﾘ幵�,ｸ.x*"�の計画(全7時間)■ 学習時動 儷ﾘ廁ｴｸ���評価方法 倡y;�耳���

1 ��ｸ�id�ｾ8ｾ2�1.本時の問題を知る. 栃4�ﾘt���○発音 ��ｹYﾈ�n)���

2 ヽ �/����4ｲ�(間)チョコレートが20こあります. ��ｹuﾘ.�,ﾈ*�.傚ﾂ�･復習間層と �,ZHｨH.����

用する除 ���ﾈ,�8+�+�,)Zｨ*�.�,jH巍�ﾈ,��酷の場面でも､ �,ﾈ��*(*��れる問題を 

泣く包含 兒ｨ*�.x.ｨ.�,X+X.X*H�ｲ�余りがある場 �.zH*ｸ+�/��出し､数を 

除)で､囲 �"雹��/�,(*ﾘ.停�合と同じよう. �,i9ｨ*h*ｨ��荘き換えて 

やおはじ �*(*ﾘ,)Zｨ.ﾘ.�C#���8,ﾉ9ｨ*h,ﾂ�に除法■の場面 �+�,�*(ﾇh撮�余りが出そ 

きを使つ 侈�,(*�ｸ/�ﾖﾈ*h.h*B��であることに �.�+�,h/��2�うなことに 

て計井方 �2靂)�ﾉ,xｸh/�+x.停�気づき､漣んで 冖�+x.��ｲ��ｸ6ﾘ�ｸ6r飩ﾒ�気付かせ 

牡を考え 唸*�,ﾘ+h*ｸ.(栞�id�ｾ8ｾ8/�諄,�,Hﾖﾈ*b�余りのない除 凾鬘 〇九九の考え 

ることで､ �.���法計井を活用 

余りの意 釘��8ｷ委�zﾈ/�+x.停�しようとして 

味がわか 唸*�,ﾘ+h*ｸ.)�ﾘ.(�i)8ｾ8ｾ8/�諄,�,Hﾏ�zﾂ�いる○ 

り､余りは. �+Rﾉ9ｨ*h,ﾓi�ﾈ,兒ｨ*�.x.｣(+�uﾘ.�+��くイ-①> 

常にわる �,h/�ｦﾙDh+ZI9ｨ*h,ﾈ��*ｹ_ｸ/�&ﾘ.��ｲ�#��○既習の割り算 �r�方は､おは 

数より小 ���2ﾓh*�-ﾈ.�"��や具体的な擁 唸*�,ﾘ+h*ｸｫr�じきや図の 

さくなる 迭ﾈ*�-ﾈ.�."�(.ﾘ.�*ｸ.ｨ.�7(.ﾘ.�*ｸ.｢�作を結び付け 俥ﾈ.)�ﾘ,h��考え方のど 

ことを理 �,�**8,ﾉw�XH,ﾈ�9j�/�&ﾘ.停�て､乗法九九を �,h/�ﾈｸ-�WB�こと同じか 

解する○ 澱�*(*ﾘ,(*�,ﾉxｩ�x/�,ｨ+X,JIuﾘ.�,ﾘ*"�用いた答えの �*�,I9ｨ*h/��と問うこと1 

つもわる数より小さくなることを知 从�-�ｸ/�ﾖﾈ*b�ノートに書 �,ZH�id�ｾ2�

る. �.�+�,h*ｨ,X*ｲ�いたり.罪 仞8,h*�,ﾘ+b�

7.まとめるo �.���ﾈ4x�ｸt���膏したりす �*ｸ.�Fuﾘ,hﾈｲ�

いくつ分わーり井には､わりきれずにあ 凾驍ｱとがでぴ付けて祝 

まりの出るものもある○あまりはわる数 凾ｫる. 冖�+8+�.�2ﾂ�

より小さくなる○ 6.練習間借をする1 凵寃mート発○おはじきを 

7.学習を振り返る｡ ��ｹuﾘ.�,ﾈ*�.傚ﾂ�d�(ﾇh螽,h�id��/�ｭi��+8+�.��+�,h/�,ｨ+X,JB�uﾘ.�,ﾈ�9j�/��yﾘ��+R騏ﾘ.�,ﾒ���H.h.�.�惲�+8*ﾘ,�.x,�*��.ｨ,�*(*�,�*"�+�,h/�yﾘ��+r�.��ｲ�首使って.具 ･類増で､余捧的に考え りが割る致させること より小さく_で､余りが なるようにわる数より 計井したちいさくな り､発音しることに気 たりするこ付かせる. とができ る. 

3 ��ｹ9兒ｨ�,ﾂ�1.本時の閉居を知る○ 栃42ﾘt���○ノート.発 鑓ｾ8ｾ8,ﾈﾖﾈ*b�

場面にお 宙ｭB�5h8X�ｸ4�8ｨ�ｸ8�*｣3H+�*�.�-ﾂ�○既習の割り算 �r饑ｸ,ﾚH*�,ﾒ�

いても､図 やおはじ �+sゅi�ﾈ,�:�+i�H+�,)Zｨ*�.�,jB�や具体的な擁.おはじき操じきや図の 作や鼠と式考え方のど 
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2+1)の計算をして45(15)に なるかどうかで確かめられることを 放線する. 5.確かめの間確を解く. 6.まとめる. あまりのあるわり井の巷えは､わる数 ×答え十あまりがわられる数になるこ とでたしかめられる○ 7.練習閉居をする. 8.学習を振り返るd �� ��

5 ��ｹ�8醜*ｨﾜ��1.本時の問題を知る. 栃42ﾘt���○ノート.罪 ��ｸⅸ/�9ｨ*h,��

るために 宙ｭB的�ﾈ+�,(*(+x,�+x.ﾘ.�-ﾈ+r�2�○余りのあるわ 亶ｲ�している子 

.は､椅子が 添�ﾂ��I�ﾂ��8*(/�*ｨ+x.ﾘ.�,��り算になる間 唸*�,ﾘ+h*ｸ."�には､あま 

いくつあ �,ﾚH*(+x,ﾘ巉+�*�.ｨ,�*(*(,X+X.R�周場面では､必 ��ﾒ�/�]h-8,B�りの2の音 

れぱよい �*B��ずしも計集結 傅H*ｩ9ｨ*h,��味を考える 

かという �"粨攣8(/�,(*ﾘ.停�栗が答えには �,�.x,�*(+��ように助音 

間者の解 �*�-ﾈ.�*ｨ*�.�,ﾈ,唏*�-ﾈ.�/�[x*(,B�ならないこと �,h,ﾉ�Yk�/��すること 

.き方を圃 �*(,�*(鳧,ﾉn)��,ﾈ,h*ｹ_ｸ/�ﾖﾈ*h.b�に気付き､余り 傚�*(+ﾘ.械�で､余りの 

や式を使 �8停�の処理のしか 價ﾘ尨+X+ﾘ��.��2はまだ座 

つて考え �2靂)�ﾉ,xｸh/�+x.��ｲ�たを工夫する �,X*ｸ.停��ｸ6ﾘ�ｸ6r飩ﾒ�れていない 

るとこを 唸*�,ﾘ+h*ｸ.(ﾙ�.(�h��ｾ8ｾ8/�諄,�,I�9+r�ことができる. <エー②> �2人であ.ら 

通して､余 �*ｨﾜ�.�+ﾘ-�,�*(+x*ｨ*(*ﾘ,)Tｹwh.*H/��凾ｱとに気付 

りの意味 俟ﾈ*h.停�凾ｩせる. 

を考え､適 釘��8ﾈ��hﾘ/�+x.停��0おはじき換 

切な余り 唸*�,ﾘ+h*ｸ.)�ﾘ.(�id�ｾ8ｾ8/�諄,�,Hﾏ�zﾂ�剄�竦}と式 

の処理の �+ZH*�-ﾈ.�,ﾃ)�ﾈ*ｨﾜ�.�+ﾘ-�,�.�*Fﾂ��.をつないで 

仕方が理 �,(*(+x*ｨ*(.�+�,h/�ｦﾙ�ｸ+x.��ｲ�○余りのあるわ �r�説明できる 

解できる. 迭隕ﾘ*�-�,ﾉ¥(ｼx/���*ﾒ��り算になる間 唳uﾘ.�,ﾈ�yﾒ�ように促 

6.まとめる. 亅Hｺｹlｨ,X,ﾚITｲ�が必要なこ �+r��

あまりがあるのに､あまりを開いてい �+x+X.�ﾇh皐ﾈｲ�とに気づ ��ｸ,(-ﾈ,8*(,B�

ない時は､あまりの意味を考えて､答え ���*ｩ9ｨ*h,�,ﾒ�き､答えを �*(.倬�;h,��

に+1すればよい. 7.学習を振り返る. �,�.x,�*(+�,b�/�yﾘ��+ZI4ｹ���,疫ﾘ.�,ﾈ�yﾒ�,ﾈ覈_ｸ*ｩZｨ*��.r��音いたり､ 発雷したり できる. �,ﾚIuﾘ.�*｢��8+X*ﾘ�yﾒ�,X*ｸ.�.h*B�,唏*�,ﾘ+b�*ｸ.);ﾘ/�誡��,Hﾖﾈ*h+2�+�.停�

きを使つ �"陜ｹ�ﾘ/�,(*ﾘ.��ｲ�て､乗法九九を �,h/�ﾈｸ-�WB�こと同じか 

て計算方 ��,)Zｨ.ﾘ.亥｣3H��h,ﾉ9ｨ*h,ﾈﾊ��用いた答えの �*�,I9ｨ*h/��と問うこと 

鋲を考え �,(*�ｸ/�ﾖﾈ*h.h*H�ｲ�求め方を考え �6ﾘ�ｸ6x,儘b�で､乗法九 

ることで､ �2靂)�ﾉ,xｸh/�+x.停�ることができ �*(+ﾘ.蟹Jﾒ�九とおはじ 

余りの意 唸*�,ﾘ+h*ｸ.)�ﾘ.(�id�ｾ8ｾ8/�諄,�,Hﾖﾈ*b�る｡ <ウ-①> 仞ｨ+X+ﾘ.�+r�きゃ国と結 

味がわか �.��ｲ��.�+�,h*ｨ,R�び付けて鋭 

り､答えを 求めるこ とができ ら. 釘��9�ﾈﾏ�zﾈ/�+x.停�X*�,ﾘ+h*ｸ.)�ﾘ.(�id�ｾ8ｾ8/�諄,�,Hﾏ�zﾂ�+ZI9ｨ*h,ﾓ��ﾈ,店+�+�,)Zｨ*�.x.｣B�+�uﾘ.�+��,h/�ｦﾘｪ8+ZI9ｨ*h,ﾈ��*ｹ_ｸ/��&ﾘ.停��3H��bﾓX*�-ﾈ.ィ停�R隕ﾘ*�-�,ﾈｭH妤/���*ﾘ�ｲ�b�-ﾈ,h-�.���ﾈ,)Zｨ.ﾘ.�H.�H.ﾘ.�*ｸ.ｨ+�,�*�-ﾈ.��,ﾈ�.�.�,ﾈ.�*�.定*�-ﾂ�.�,ﾘ.ﾘ.伜X.h.��抦+8*ﾘ,�.��ｲ��*ｸ.����ﾘ6ﾘ�ｸ6r�明させる. ○個別指導 

7.練習問題をする. ��ｹuﾘ.�,ﾈ*�.傚ﾂ�･等分除､包 �,ZIzx�B�

8.学習を振り返る. 囘�ﾇh皐*ｨｦﾘ���,�,X*ｸ.呈���"�ﾔ9uﾘ.�,ﾈﾇb�6ｶ%�2ｶCﾒ�(,ﾈ�,�*�,H,ﾒ�-�,I9ｨ*h,ﾈｦﾒ�*�-�*ｨ,X*ｸ.停�含除ともに 余りのある 割り算を立 式し､答え を出すこと できる. 从�9ｨ*ｨ,X*ｲ�,H*(.�*咤�H-ﾈ+ﾚI9ｨ*b�,ﾈ.ﾘ*�*ｩZ｢�*�,�,H*(.��*丿ﾘ��+r�.��ｲ�

4 ��ｹuﾘ.�,ﾈ*��1.本時の間額を知る. �*ﾘ4��ｸt���○ノート.発 ����*�.zH*��

る除法の 宙ｭB鼎X+���X+��,ﾈ4ﾈ88986h4(�ｲ�○余i)■のある除 �r�け算やたし 

答えの確 �*ｨ*�.�-ﾈ+r���ﾈ,度+�+x,)Zｨ*��法計井が確実 ����,h�/����井を使って 

かめ方を �.�,jH巍�ﾈ,兒ｨ*�.x.ｨ.���,X+X.X*J��にできるa÷b. ��+8+�,JB�確かめの式 

図と式を �-ﾈ+ﾚH巉+�*�-ﾈ.�,X+X.X*H�ｲ�=C余りdわ計 丿ﾘ*�-�,ﾈ�2�ができない 

使って理 售CX��rﾓh*�-ﾈ.�2�井をbXc+dこ= 冖�/�6ﾘ�ｸ6r�かと助音す 

解し.そZL 茶�X��rﾓ(*�-ﾈ.����aの式にあては �,傚�*(+ﾒ�る. 

を用いる �"陜ｹ��/�,(*ﾘ.停�めて答えの確 �.蟹Jﾘﾋ�+R�

ことがで 鼎X��rﾓh*�-ﾈ.�2��X��rﾒ�かめができる○ �+ﾘ.�,X*ｲ�

きる. �(*�-ﾈ.���,ﾉ9ｨ*h,ﾈ+ﾘ+X*�-�ｸ/��ﾖﾈ*h.h*B���.��ｲ�

3.個人追究をする｡ 一国と7×6+畠という式を対応しなが ら考える. 4.全体交流をする. ･45+7-6あまり3(15÷7-2 あまり1)の答えは7×6+3(7× 
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6 ��ｹ�ｸ�ｭI8"�1.本時の学習内容を知る. 唸*ﾘ4x�ｸt���○解決の様子 ��ｹ9ｨ*h,ﾈ�9j��

7 �,偃h.��r�2.鵬を知る. ��ｹuﾘ.�,ﾈ*�.傚ﾂ�の親蕪一ノ �/�ﾖﾈ*h+8+��

み､単元を �*�-ﾈ.�,ﾈ*�.�.ﾘ.�H,ﾈｧx�/�K��活計井と乗法. 坪6r�ることで､ 

嘩して苧 �*�+X,ZI�ｸ�丙ｴ�+�6�888ﾈ985x+R�を関連させる 唸ｯ做ｸ,ﾈﾖﾈ*b�答えの処理 

習した内 �.h*B��ことを通して. 兩ｸ/�諄**B�の仕方を祐 

容を確か �2�ｸ�ｭDT�+�竧.��x-粐�余りの意味を 亊inﾈ/��8+R�罷する○ 

める.こ.と ���+�,(+�,(5(�ｸ5��理解し､余りは �*ﾘ��ﾈ�+X,B�○既習内容の 

ができる. �ｨｾ8/�+X.H*JH-ﾈ,h-�.h*B�除数よりも小 �*(*ﾘ+�,h*｢�掲示物を便 

･基本間せく3種類) �+8*ﾘ,�.x,�*��一できる. �**Iuﾘ.�,ﾒ�

･謙習閑居(5稚楳) �.ｨ,�*(*�,�*"�傚ﾉ�H.h.淫ﾂ�

･チャレンジ閉居(2確叛) �+�,h/�yﾘ��+r��+8*ﾘ,�.�+��

☆ぐんぐんコース �.���定,h/�:�x�+r�

･れんしゆう､まとめよう 栃4��ｸt����.���

･練習間者(5枚類) ��ｹuﾘ.�,ﾈ*�.傚ﾂ�

･チャレンジ閑居(B稚瓶) 囘�/��Hｧy4�,��

･スーパーチャレンジ間借 亊I&ｨ��ﾈ�.)?｢�

(友達が作った開港) ��ﾙ�hﾚﾘ,�4ｹ���

4.学習を携り返る. �,冽�*(.�+�,b�*ｨ,X*ｸ.���ﾈ42ﾘt����ｹuﾘ.�,ﾈ*�.�.ﾒ�.�H,�,�.冢"����ｩlｨ,X,ﾚITｲ�+�+X.�ﾇh撮2�8ﾈ*ｩ9ｨ*h,�,ﾒ�,�.x,�*(+�,b�,亢9WH*ｺIuﾘ.��,ﾈ�yﾒx,ﾈ+X*��+ﾘ/�ﾔ姥h+x.��+�,h*ｨ,X*ｸ.停�

.8 i 愉Uﾘ廂¥)�r�○評価テストを行う. ��ｭi�2闕9w粨�ﾂ�○テスト ��ｹUﾘ廁6X5�6r�

に取り組 剏ﾕ以外の評価 唳mX�,ﾈﾖﾈ*b�の椿果上 

み､単元を 刹K準について 兩ｸ/�諄**B�り､つまず 

通して学. 習した内 容を社か めること ができる. 刳mかめる. 丶ｨ尨/��8+R�*ﾘ��ﾈ�+x.��+�,h*ｨ,X*ｲ�+��書の増井を 行う. 

汲学習形態:習熟産別少人数(ぐんぐんコ-A.､こつこつコース)

試第4時､第5時の( )内の敦住は､こつこつコースで扱う｡､
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②単元､単位時間における身に付けさせたい思考力･表現力

単元の目標や基礎的･基本的な内容を受けて､本単元で身に付けさせたい思考か表現力

を以下のように捉えた｡

【思考力】
･あまりのある除法の計算を既習の計算便法九九､余りのない除法)を用いて考えるo

･あまりのある除法を適用する場面で､余りの意味を考え､適切に処理することができるo

【表現力】
･あまりのある除法を適用する場面で､根拠を明確にして立式し､立式した意味を説明す

る｡
1

･あまりのある除法の計算の仕方を､おはじきや図､乗法九九を使って説明する〇

･あまりの処理の必要な問題解決場面で､余りの処理の仕方について､その根拠を図や乗

法九九などを用いて明確に説明する｡

これらの2つの力は､相互に関わり合いながら発揮されていくものであると考えられるo

(2)主体的な学びと､基礎的･基本的な知識や技能を身に付けさせる指導のあり方

①ねらいに迫る指導のあり方

本時(5/8)

目標

全員が座るためには､椅子がいくつあればよいかという問題の解き方を図や式で考えること

を通して､わり算のあまりの意味を考え､適切な余りの処理の仕方が理解できるo

問題

4人ずついすにすわります｡ 3 5人(1 4人)全いんがすわるには､いすは何こいるでしょ

う｡

※ ( )の数はこつこつコースで扱う｡

学習形態:習熟度別少人数指導(こつこつコース､ぐんぐんコース)

ア　評価規準に則した個に応じた指導の手だて

主体的な学びと､基礎的･基本的な知識や技能を身につけさせるために､前時までの授業の評

価(教師･児童)をもとに､個に応じた指導援助を明確にすることが大切であると考えるo

そこで､本時学習する｢適切なあまりの処理の仕方｣を考える場合､一人ひとりが充分な教師

の指導･援助を受けられるように､個の学習状況に応じての手だてを考えた｡
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【評価規準に則した指導の手だて】

重点評価規準 仞��ﾉ4�,磯�;h,ﾈ���指導.援申 

あまりのあるわり算になる問題 �*�-ﾈ.�,ﾘ-ﾈ+韃�.ｨ,H*(,��おはじきや図､式を使つ 

場面では､必ずしも計算結果が答 �*)�ﾈ+�*�.zI�8醜*ｨﾜ�.�+ﾘ-��て､答えに+1しなければ 

えにはならないことに気付き､.余 �,�,ﾘ*(+x*ｨ.�*C�,)Tｹwh,��いけないわけを皆にわか 

りの処理のしかたを工夫するo(あ �+�,h,亢9WH*ｺH�.(ﾋ駢H,Y9｢�りやすく説明できるよう 

まりの分を+1と考えているo く考え方) �*h/�ﾊ�,(*�,H*(.薬�にペア交流で確認させるo 

おはじきや図を使って考 �9ｨ*h,諜�+X,�*�.ｨ,��

え､あまり~の人の分もいすが �*(*�,�*(.ﾘ*�/�､h,���k��

必要なことに気付き､答えを �,X*ｸ.�.h*H,唏6ﾘ�ｸ6x,侏��

見つけているo 冽H,X��*�+�.薬�+ｸ,ﾈﾎ:B�7�4�ﾏ�zﾂ��

おはじきや図を使って考 �(*�-ﾈ.�,ﾉ%�肩,ﾘ,�/��

えているが､あまりの意味がわ �+�.ｸ*C�8.*)�8醜蝌.ｨ,B�

からず､あまりの分を41と考 �*(.�,ﾃ�2x,in(**H*�-ﾈ.��

えることができないo �,ﾘ-ﾈ+鞋�.ｨ,H*(,�*)�ﾈ+��*�.zI�8醜*ｨﾜ�.�+ﾘ-�,�,ﾒ�*(+x*ｨ.�*H耳,)Tｹwh,�+��,h,亢9WH*�+�.薬�

イ　問題の工夫

本時の目標は､ ｢全員が座るためには､椅子がいくつあればよいかという問題の解き方を

図や式で考えることを通して､わり算のあまりの意味を考え､適切な余りの処理の仕方が理

解できる｡｣である｡あまりは､まだ産れていない人の数だから､全員が座るためにもう1

つ椅子が必要であることに気付いていかなければいけない｡そこで､問題文の中に､ 『全員』

という言葉を付け加え､ 【全員が】をねらいに迫るためのキーワードとした｡

そうすることにより､個人追求で考えるときに､ ｢全員が座れているだろうか｡｣と､自分

自身でも確認することができ､教師の支援としても生かすことができた｡さらに､全体交流

では､ ｢全員が｣すわるために､あまりの人の分の椅子がもう1つ必要だということに気対

いていくことができた｡

4人ずついすにすわりま 

す035人がすわるには､ 

いすは何こいるでしょうo 

4人ずついすにすわりま 

す035人全量がすわるには､ 

いすは何こいるでしょうo 
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ウ　交流活動の位置付け

毎単位時間において､個人追求をした後､ペア交流と全体交流を位置付けた｡

ペア交流を取り入れるねらいは､以下の通りである｡

･全員の児童に話す機会を設定するo 

･自分の考えを話すことによって､自分の考えを整理したり､振り返ったりすることが 

できるo 

･仲間の考えを聞くことによって､自分の考えを深めたり､ほかの考え方を知ったりす 

ることができるoまた､よりよい考え方を一緒にみつけることができる○ 

【ペア交流での話し方･聞き方】

※当面は､隣の席同士で交流する｡初めに話すのは､左側に座っている児童とする｡

(話す児童)

･自分の考えの根拠を明確に伝えるために､つなぎ言葉(まず､次に､最後に､だから等)を使っ

て､順序よく話す｡

･自分の考えを話すときは､聞き手の反応を確かめながら話す｡

｢～ですね｡ここまでいいですか｡｣

･ノートは聞き手に向け､図を指さしたり､鉛筆で書き込んだりする0

･初めのうちは､話し方のヒントプリントを参考にする｡

(聞く児童)

･話し手のノートを見ながら､真剣に聞く｡分からないことは質問する｡

･仲間が話せずにいるときは､ヒントを出すなどして一緒に考える｡

全体交流は､話し合う考えを教師が意図的に取り上げる｡自分の考えを話す児童はつなぎ

言葉(まず､次に､最後になど)を使って､考えの道筋を順序良く､根拠を明確にして話す

ようにする｡また､聞くときの視点は｢自分の考えと比べて､似ているところ･違うところ･

中一卜g



よさをみつけよう｡｣とする｡

自分の考えとの共通点や相違点を出し合い､一つ一つの考え方を確認してから､取り上げ

た考えの中から共通点を話し合う中で､本時は､ ｢余りはまだ座っていない人の数だから､全

員座るためにいすがもう一つ必要.だから答えは1増やした数｣ということをまとめていくo

そうして､余りの意味を考えて必要な時には+ 1をすればよいというねらいに迫っていった｡

(授業記録より)

T　:では､ 3人の子に自分の考えを話してもらいます｡聞

いている人は､自分の考えと同じところ･違うところ

やよいところを見つけながら聞きましょう

Cl :ぼくは図で考えました｡ 35人が4人ずつすわるの

で､ 4人ずつ囲みます｡ ∫(○で4こずつ囲む)問題に

4人ずつと書いてあるのに､ 3人余ってしまったの

で､その3人を1つの椅子に座らせます｡だから答え

は､ 9こだと思います｡

質問や意見はありませんか｡

C2 :私もClさんと同じで図で考えました｡ 4人ずつ囲み

ながら説明してくれたので分かりやすかったです｡

C3 :ぼくはかけ算で考えました｡ 4人が1つの椅子に座る

ので､まず､4×1-4｡　あと31人座れませんね｡

次に4×2-8｡あと27人産れませんね｡ -

4×8-32｡あと3人座れませんね｡でも､全員が

座らなければ行けないので､椅子がもう一つ必要で

す｡だから答えは9こです｡質問や意見はありません

か｡

C4 :ぼくは図でやりましたが､ C4さんはかけ算で考えて

いたのですごいと思いました｡

C5 :ぼくは言葉で考えました｡ 35÷4-8あまり3で､

まだ､ 3人座れていないので8十1-9　答えは9こ

です｡質問や意見はありませんか｡

C6 :何で､ 8+1をするんですか?

C5 :この1は､全員座らなければ行けないのに､まだあま

っている3人が座らなければいけないのでたしまし

た｡分かりましたか｡

C6 :分かりました｡

T :　あまりの3人の人を座らせるためのいすなんだね｡

では､この3つの考え方の共通点は何だろう?

C :あまりの分をたしている事だと思います｡

T:あまりの3をたすのかな?8+3で1 1になっちゃうよ｡

C :あまりの人の分をもう一つの椅子に座らせていることだ

と思います｡

斗一卜?

自分が考えた方法を述べてか

ら､図を○で囲みながら話す｡

自分の考えと比べながら話す｡

自分の考えた方法を述べてか
ら､ 1つ1つ聞き手に確認しなが

ら話す｡

自分の考えと比べながら話す｡

疑問に思ったことを質問する｡

質問に対して､自分の考え

をもう一度説明する｡

ねらいとなる共通点を見つけて意
見を述べる｡



エ　学習環境の整備

本時の学習内容の足場となる内容､既習学習｢わV)算｣と本単元｢あまV)のあるわり凱

C/)毎時間の学習内容の足跡を残し､本時の学習に生かせるように側面に掲示をしたo
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オ　ノート指導

児童のノートを見てみると､自分の考えを書くとき､ほとんどの児童が発表の時に話す言

葉を長々と書いていた｡そこで､以下のようなノート指導を行った0

･考えた方法を書くo(図で､言葉で､かけ算で等) 

･長々書かず､短く大切な言葉だけを書くo 

･考えた順序が分かるように書くo 

(まず､次に､だからや番号､矢印などを使うと長い○) 

･『間違いは宝』間違いは消さないo 

さらに､よいノートを紹介したり､よくまとめて書けているときに価値付けたりすること

によって､徐々に分かりやすく､すっきりしたノートづくりができるようになってきた｡

【紹介したノート】
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【Rさんのノート】

②習熟を図る学習過程の工夫

ア　等分除と包含除の違いを大切にした指導

｢わり算｣の学習に入る前に､ ｢わり算｣に関わる既習内容(かけ算)の理解度を把握する

ためにレディネステストを行った｡結果を見ると､乗法適用場面を選ぶことはよくできてい

たが､それを立式する時につまずきがみられた｡それは､かけられる数(1つ分)とかける

数(いくつ分)が正しく理解できておらず､立式する時に反対にしてしまうということであ

った｡

そこで､ ｢わり算｣､ ｢あまりのあるわり算｣の両単元を通して､ ｢1つ分｣を求める｢等分

除｣と｢いくつ分｣を求める｢包含除｣の違いが確実に理解できるように｢等分除｣ - 『1

つ分わり算』､ ｢包含除｣ - 『いくつ分わり算』と命名して指導･援助をした｡

本時の問題を提示(配付)した後､全部の数､ 1つ分､いくつ分を確認し､本時は｢何わ

り算｣の問題なのかを明確にしてから個人追求した｡そうすることにより､同じ式でも2種

類の意味があり､求める答えが違うことが理解しやすくなった｡
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掲示物でも､ 『1-)分わり算(等分除)』と『いくつ分わり算(包含除)』を分けたo
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イ　基礎･基本の定着を図る指導(スキルタイム)

基礎的･基本的な学習内容を身に付けるために､毎週金曜日の朝活動で｢スキルタイム｣

を位置付けているoスキルタイムでは､発声練習を中心とした言語活動と百ます計算やカー

ド練習などの計算練習を隔週で行っているo

百ます計算(かけ算)では､答え合わせをして本日のタイムを用紙に記入するだけでなく､

次回の目標タイムを記入することで､意欲的に取り組めるように工夫したoまた､カード練

習(九九)では､ 5分間に計算カードを何回読み上げることができるかという取り組みをし

た｡計算カード1回目が自分の席､ 2回目は黒板の前､ 3回目は窓際､ 4回目は後ろ､ 5回

目は廊下側､ 6回目は自分の席-というように､自分が何回できたかが､自分のいる場所で

分かるようにした｡そうすることにより､ ｢00まで行けた｡｣という満足感や｢次回は○○

まで行けるようにがんばろう｣という意欲をもてるようにした｡このような活動を繰り返し

行うことで､わり算の計算に必要なかけ算九九を確実なものにしていった｡

ウ　児童主体の習熟度別少人数指導

本単元に入る前にレディネステストを行い､余りのない除法や乗法九九の定着を把握し

た｡その結果､乗法九九が身に付いているものの､答えを出すのに時間がかかる児童がい

ることが分かった｡その実態を踏まえて､本単元は習熟度別少人数指導(こつこつコース､

ぐんぐんコース)で進めていくことにした｡

｢こつこつコース｣では､問題の数値を簡単なものにし､除法の計算-の抵抗を少なく

する｡さらに､乗法九九の答えが素早く求められない児童に対しては､乗法九九の表を準

備しておいた｡個人追究では､自分で考える時間を取り､その後､教師と共におはじきを

使って余りの意味について考えていった｡そして､余りの子の分のいすが必要なことに気
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付き､商に1をたすという適切な余りの処理の仕方を理解できるようにしていった｡

｢ぐんぐんコース｣では､個人追求の時間を多く取り､計算の仕方を図や除法､乗法九

九､言葉など自分なりの方法で考えるようにした｡ 1つの考え方だけに満足せず､色々な

方法で説明できることを目指した｡また､余りが上手く処理できていない子には､ ｢全員産

れているの?｣や｢あまりの3の単位は何?｣と問いかけることによって､あまりはまだ

産れていない子のことだから､答えに1をたさなければいけないという本時のねらいに気

付いていけるようにした｡

個人追求の後､ペア交流をしたり､全体交流の場で友達の考えのよさを見つけるたりす

ることを通して､図と式､言葉とをつないで考えていくことができるようにした｡

【少人数指導について】

※コース分けの仕方

2年生までは､少人数指導は行っていなかった｡そこで､コース選択については､レデ

ィネステストの結果の裏に希望コースの説明を明記し､児童と保護者の方の希望を聞いた

上で､授業での様子や学習-の取り組み方等を加味しながら決定していった｡単元途中で

のコース変更も可能とした｡

算数コース分け希望調査 

裏面のプレテスト(今までの学習がどのくらい身に付いているかを確かめるための〃 劒H6X5�6r�."�*育�vﾈ,ﾂ�
学習への取L}組みなどを考慮し､希望されるコースに0をお付けください｡ 

コース名 定5(�ｸ5�,ﾉ>�vR�希望コース-(0) ��

こつこつコ-ス 唸*�,ﾘ+h*ｸ.)lﾘﾅ鶇7�986x7h8ｨ986x,�,x/�諄**I�i�h,h耳�� に問題にじっくり取り組みます. 

･その時間に学習した内容の練習間嶺に取り組みます. 

ぐんぐんコース 唸齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*jH+ｸ+X,JIti$(,hﾖﾈ*h/��+Xﾘx*(ﾖﾈ*h.�(h,R�� 

より良い考えを見つけていきます. 

･その時間に学習した内容の練習同類や発展間丑にもチヤレ 

ンジします. 

※途中でのコース変更も可能です. 

※授業の様子から､コTスを変更していただく場合もあります｡ 

※学習の進度はどちらのコースも変わりません○ 
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※意識調査

学期末､少人数指導を行ってきて児童はどのように思っているのか､アンケートをとっ

た｡

【アンケートの結果】 ( 7月13日実施)

意識調査の結果､ ｢算数が好き｣と答えた児童は27人(31人中)と87%であった｡

算数が好きな理由としては､

･問題が解けるとうれしいo

･計算が好き｡

･算数は色々な場面で使えるから(便利だから)0

･コースに分かれると､発表がたくさんできる｡

･実際にやったり､図や絵がたくさんあったりして分かりやすし

･自分のペースで勉強できる｡

･友達の意見がたくさん聞けるし､比べられる｡

･たくさんの問題に取り組める｡

少人数指導に

関わった理由

ということであった｡

アンケートの結果からも分かるように､算数が好きな理由が少人数指導を行ってきたこ

とによるものが多く､少人数指導を行うことにより児童の算数-の学習意欲が高まったと

言える｡
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③補充的指導の位置付け

ア　単元末でのつまずきに応じた指導(授業研究会を受けて)

本時の授業の確認問題で､こつこつコースの子はあまりの意味を考えて､答えに+ 1する

(繰り上げる)ことができない子が多くいた｡おはじきを使って考えた時は､できたが､

おはじきを使わずに､いきなり問題を読んで式だけで考えようとするとできなくなってし

まった｡

そこで､単元末にもう一度､似たような問題に取り組ませ､理解の程度を確かめた｡その

結果､間違えには以下の4つのパターンがあることが分かったので､どのようなっまずき

があるのか､そのためにどのような手立てをうつとよいのかを考え､指導した｡

【理解の程度を知るために取り組んだ問題】

1. 1 7このチョ●jを5人に同じ数ずつ配ります. 1人に何こ配れるでしょう｡

※あまりを切り捨てる問題

2. 3 8ぴきの金魚を7ひきずつ水そうに入れます｡全部の金魚を水そうに入れる

めには､水そうはいくついるでしょう｡

※あまりの分を切り上げる問題(全部という言葉あり)

3. 3 7このボールを5こずつはこびます｡何回ではこび終わるでしょう｡

※あまり.の分を切り上げる問題(全部という言葉なし)

(間違え1)あまりの分を形式的に+1して(繰り上げて)いる｡

…≡≒ ≡
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(間違え2)問題に｢全部｣という言葉がないと答えに+1する(繰り上げる)ことができない｡
禁獄 傲i��ｽ潰Cﾈ耳ﾅ�穩簫�� � ���� ��r� �� � �� 凵y考えられるつまずき】 ･全部や全員という言葉だけで判断していて､ 何を求めるのか､問題の意味が分かってい ないo ��

宅 ��+: a 杷ﾂ�.遅 ��･書 式f,I ���� ��菩 炎 上斗 儖｢�R�� 

一括=5g �� 劍����+��ﾆﾇB�<鷲.,,ゴ ��

竃 �� �� �� ��刪ｨ 刮g.≡. 震一 ･'l'~妻等境 

-盲~¥~` ���� ��架J ��三~溺1 �� �7�� 劔+. 

.鵜. �� ��剪�【手立て】 ･問題を読んだ後､何を求めるのか確認する〇 ･聞いてし_､ることに全部という言葉を入れ ても､問題の意味が変わらないことを確認 し､その場合は､あまりの分を繰り上げて 答えを求めることを指導するo ･答えとあまりの単位を確琴する〇 ･式を読むo 
ご-k' �� �� �� �� ��

拶営 ����gR� �� 坦2� 調� ��~'好一奈 

np蓮. ��撃36 �� �� �� �� �� �� 兩シテ., 湛三 ��

敦■ ��∴+ ��義 �ｲ� ��菱≡:-桝 ��∴ ��･護 亦�親猿 剪�

蘇 栄J t. 亦� 崩�:"� 剳o �� ���钁)e呈����‡ �｢�-十十 � 

岩~､ 啌ｲｲ�｢x���*ﾘｧr�篤$ﾂt'B�三.A 漢■註 剄u戦 -､hl ��T,-i 峯 ��h�b�+++ ���r�剩桝p_ 兮 

_-惑 冖�6ﾒﾂﾂ聒92���d箸ﾈv�ﾒ� ��� ��

(間違え3)答えやあまりに単位をつけずに答えを出している｡

⇒L^<r �� �� 劔� �� ��

昌ゝ迩 � ��経 刄M 頚 �� ��津 ��d��ｶ��ほ � 唸ﾇh螽,X�+X+ﾙ9ｨ*h.(*�-ﾈ.�*ｨ巉,�,ﾈ*兒｢�劔 

-Y怒'- 箪-､こ_ � �� 剪� 劔 � 

+; ����_.苓声ケ �'% � �� ��(�(�(�"�:一つL,ヾ 

~､莞ノ萱訣 ��～-jjL^H 剪� �� ��I �H�H菱��b��� � ��0 ��

尊J.≡:.菱..`挑 � ��ど ��柿 千 ��i ��～. & 弔�zr�斐嵩遠野 ;芳一ノ純一一､､沫=章一繋 剪���【手立て】 ･問題を読んだ後､何を求めるのか確認し､ 答えの単位に印を付けさせるo ･答えとあまりの単位を確認する〇 ･式を読む○. � 

班.義一蓑 � ��� �� �� 剋O替､ 剪rﾈﾏX蔗�
拓 ����

一方 偃r�･{蛋 陳��R�+�� � ��W. _鞘 堂 ����梯ｲ�黒 部 �ﾂ停��ﾂ�ｮﾇ褻��

莱 �� � �� �� 剏� 声豪 �<i[bﾂﾂﾒ�� ��bら � 倅��� ��㌔.六八A'< ､一- .莱 刧`-≡il �*胃��;��試譜L-漢 ′㍍ 剄�鼈�.諺-寂 剪� 

_彰諺-; 3たF 劒Sｦ��ﾉ��� 劔 

.?_ブ,/ー 劔劔��

(間違え4)あまりの処理をせず計算した答えに単位をつけて答えを出している｡

【考えられるつまずき】

･何を求めるのか､問題の意味が分かっ

ていない｡

【手立て】

問題を読んだ後､何を求めるのか確認する｡

答えとあまりの単位を確認する｡
あまりの分を+1する(繰り上げる)問題

とあまりを切り捨てる問題を比較させ､違
いを理解させる｡

全部という言葉に注目させる｡全部という

言葉がない場合は､聞いていることに全部
という言葉を入れても､問題の意味が変わ
らないことを確認し､その場合は､あまり
の分を繰り上げて答えを求めることを指導

する｡

式を読む｡
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このような手だてを講じていったところ､問題の意味を理解し､どのようなときに答えに+ 1

するのか分かるようになってきた｡

※式を読む 

EX.17このあめを5人に同じ数ずつ配ります01人に何こ配れるでしょうo 

式17÷5-3あまり2 

式を読む一事7このあめを5人に同じ数ずつ分けると1人に3こ配れて2こあまるo 

式を読むことを続けていくと､自分がたてた式で何を求めたのかが児童にもはっきり分かり､

そのことで問題の意味や式の意味が分かるようになった｡

4　研究の成果と課題

(成果)

･あまりのあるわり算の単元内で身に付けさせたい基礎･基本や学習内容の構造を明らかにした単元

構想図を作成し､さらに評価規準や評価方法を明確にした単元指導計画を作成したことにより､学

習の系統を大切にし､評価規準を意識して指導に当たることができた｡
･ペア交流を位置付けることにより､自分の考えをもたなければならないという児童全員の意識が高

まった｡さらに､自分の考えを話したり､相手の考えを聞いたりする中で､自分の考えの唆昧さや

相手の考え方やノートの書き方の良さに気づくことができるようになってきた｡また､ノートに書

いた絵や図を差し示しながら話すことで､より相手に分かりやすく､順序よく話そうとする意識が

もてるようになった｡

･既習内容を整理して作成した掲示物を､教室の側面に掲示したことにより､課題化や自力解決の場

面で既習と関わらせて考えられる児童が増えた｡

･少人数指導を取り入れたことにより､普段あまり発言できない児童も発言することができた｡また､

学期末の意識調査から..実際にやったり､図や絵がたくさんあったりして分かりやすい､自分のペ
ースで勉強できるなどの感想が多くあり､算数に苦手意識をもっている児童の意欲も高まってきた｡

(課題)

･基礎的･基本的な知識･技能を身に付けさせる指導の継続

表現力･思考力を高めるためには､まず､基礎的･基本的な知識･技能をどの児童にも確実に

身に付けさせることが大切である｡今後も､習熟を図る指導を繰り返し行い､基礎･基本を大切

にした指導を継続していきたい｡
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･ペア交流のより効果的な取り入れ方

どうしても､個人追究-ペア交流-全体交流という授業の流れに固執してしまっているの

で､本時の場合､ねらいに迫るためにどこでペア交流を取り入れるとより効果的なのかを考

え､柔軟に取り入れていきたい｡また､ペア交流の質を上げていくために､聞いているかの

確認だけのやりとりではなく､考えを深めるためのペア交流のあり方を考えていきたい｡

･確認問題を確実に行うための授業展開の工夫

表現力を身に付けさせるために､ペア交流や全体交流を取り入れていくとそこに時間がか

かってしまい､本時の学習内容が分かったか確かめるための大切な確認問題ができなくなっ

てしまうことがある｡確認問題を確実に行うために､今後も授業展開を工夫していきたい｡

･より効果的な少人数指導のあり方

3年生だと､自分の理解度や取り組み方などの実態を判断することが難しく､コース選択

においても､担任の方が話しやすいからと必ず担任の方を選ぶ児童が数人いた｡どの児童に

も､学習内容が身に付くようにするために､児童を分け方や指導･援助の方法を今後もさら

に研究していきたい｡
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6.本時の目標

全長が座るために臥椅子がいくつあればよいかという間借の解き方を園や式で考えることを通して､わり算の

ぁまりの意味を考え､適切な余りの処垣の仕方が理解できる｡　　　　　′

7本時の展開(5/8)(こつこつコース)汝人楓司和教官の親点, 

学習のねらい 乂x�險�:��措尊.凍助◎評価規準(五点)◇研究内容との醍わり 

つ ��闌Y�H,偬��*B��1.本時の開犀の意味をつかむ○` 唸ｴ�+�呵+h+ﾘﾞX*ｨ,X*ｸ.�.h*H,痛�ﾘ�7噂ｨ晳�ﾈﾌﾈ�敬/�ﾗ2�8停�

間規に興味をもち 的�ﾈ+�,(*(+x,�+x.ﾘ.�-ﾈ+r��I�ﾈ檍*(/�*ｨ+x.ﾒ�

その意味を虚解する �.�,�,ﾚH*(+x,ﾘ巉+�*(.�,Tﾄ｣ｨ8梯�･井致コーナーに前時までの学習内容を摘示し､既習内容を 

ことができる. 2.汲唐をつくる. 售�I�ﾉ�i¥ｦ綿+�,ﾈ*(+x,的�ﾈ+x.ﾘ.睦�想起できるようにする. 

か 勍今まではあまりも恥､ていたけど今日はない, ��餮ﾈ��,飴ｸ廁,�+R�.ﾘ8�Bﾘ,ﾉ�ﾘﾕ(/�晴,�*ﾘ+x.停�

･いすが何個いるのか知りたい. ��隴I&ｨ,ﾈ�9j�/�F9|x+X.(+x*ﾘ+x.�+ﾘ-�,唏紘��.)�ﾈ,ﾈｼ磯�{��

む 勍14÷4三≡3あまり2 �/�砡麌+x.停�

2.鉄塔を生み出す. 唳n)��/�+�/�,ZIZｨ*�.�+�,jI&ﾘ.�+ﾘ*(+�,h/�k�.x*�,�+x.停�

本時の快即【分か 局. �*�-ﾈ.�*ｨ*�.�,ﾈ,鎚*�-ﾈ.延�'�H,H*(,�*(,i��,ﾂ�u)8(,ﾈ,h*ｹ_ｸ/�ﾖﾈ*h.h*Bﾂ�･全即時らなければいけないことを祖毘する. 

辛 �2��,ｨ+X/�.�,"��3.秩届解決の方法を自分なりに考える. わり東でおはじきで図です葉で ��靄9,�ｾ8ｾ8,ﾉUﾈ/�w��8+X,H*�*ﾒ��4.個人追放をする. 図や除法を任つ 釘��9�cｸﾜ�.�,h*ｸ,儺ｹwh,�h��,ﾈﾌﾈ/��(�(,从�-��.停�.おはじきや臥式を使■つて､14÷4ヨ3あまり2の幹事 

え �,JI9ｨ*h/�6ﾈ*ｸ�+r�いす1こ〇〇〇〇残り10人 6人 �*ｩ�9'�+�,X*ｸ.�.h*H,�+x.停�

ら 唸+�,h*ｨ,X*ｸ.停�2一〇⊂)00 3こ00002人 價ﾘｯ做ｸ馼鼈/�w�*(,Hｸ�-�+ﾘ.りﾍﾘ*(,ﾈﾖﾈ*h/�ﾏ�_ｨ+X+ﾘ.�+x.�+�,h,ZB�

4二〇〇 仆96ｸ/��8+X*ﾘ�yﾘ+R陷逢y4�,Xﾘx秘4�,萎X*i_ｸ/�支,H.停�

潔 乖�8ｬIIy%Tﾂ�5.答えの見つけ方を全件で交流する. ���,(,�*ﾈｪ�h/���,(,B��ｨ�|x*ﾙ��*ｨ,X*ｸ.�.h,�,傚X+x+r�

各自の考えを交碓 定,x*B�+X,I9ｨ*h,ﾒ�8+�,X,ﾘ,�*ﾓH+�,�,�.�,ﾈ*佰���ち. 

する中で､全点が庭 �+X,�*ｨ.y¥h,俟ﾈ*h.停�◎あまり甲あるわり軌こなる開局坊面では.必ずしも肝井結 

るためには､答えに ��ｸ*(+s�+�E��ﾘ-ﾃH*�-ﾈ.����ﾈ���集が答えにはならないことに丸付き.余りの処理のしかた 

+1をしなければい �(+�H��"ﾓ�*�-ﾈ.ナ�ﾂ�を工未する.はまりの分を+1と考え-Cいる.) 

め �*�,�*(+�,h*ｩZｨ*��3こ4X3=1之あまり2人._ 宙ﾖﾈ*i_ｹJﾘ尹H,(-H.(*ｲ�����

る｡ 且_塵暖三五L �*(+x*｣8+�,X,ﾚC)�ﾈ,ﾈ��*ｨ-ﾈ+鞋�嚢,H*(,�*(*�.r�◇あまり巧億味な考え事えを4ことしてレーる児iがいれば. 

ら 凾｢すは4こいる○査基_Aこ �+ｸ,ﾈﾖﾈ*i_ｸ/�nｸ�8+�H,x*H+X,CH+�,�,�.�,ﾈ*��ﾘ.(�/��

014+-4-3あまり2 俚(,(,Hﾖﾈ*h,H*(*ﾒ�+8.x,佻ｹ9宙*�-ﾈ.�*｣(+�*�.zHﾅｲ�

まだ2人立っているのでいすはもう1ついる. �*h,�(/�+ﾘ+X,I9ｨ*h,ﾓX+��/�8ｨ+�*�*ⅸ*�-ﾈ.�,ﾘ-ﾈ+鞋��

別の開場でも食え �2ｳ�ﾓﾓI��襁�ﾂ�れていない人の致だから､あまりが1でも.2でも.3で 

るか耗かめる. 屠I¥ｨ,ﾉ¥(ｸ�,X.�諄*h.�*僖��H-�.停�ち,いすは'1こ増やせばよいことに革づけるようにする. 

.33人が5人乗りのボートで向こう岸-渡ります. ��ﾘ*�-ﾈ.�,ﾈ*�.�.ﾘ.溢ｸ+�,�.倚ｸﾈ饋�lｨ,TdﾉTｸ+x+X.�ﾇh箞ｸｲ�

ボ-トは,何台いるでしょう.(練習間蓮) ��8*ｩ9ｨ*h,�,ﾘ,�.x,�*(+�,h/�yﾘ��+R�4ｹ��,疫ﾘ.�,ﾈ�yﾘ,ﾂ�覈_ｸ*ｩZｨ*�.定幃6ﾒ騫ﾘ��6ﾘ�ｳr竰�

ま と め ら ����ｩF�,���+x.�9ｨ*b�7.分かつたことをまとめる. 白�X髯;h,ﾈ*ｨ/�,�.�.(ﾖﾈ*i_ｸ,ﾉ|x+8/���櫁+ZH鵁鳧,ﾈ�)UH+x.陳�

あまりがあるのに､あまりを恥､ていない時は､ 

を明らかにする. 且｣随一 �*�-ﾈ.�,ﾈ�9j�/�ﾖﾈ*h,Bﾈｷ�*h,諜�+x.ｨ,�.h*"��

8_学習を振り返り.次時-のめあてをもつ. ･自己評価カードに本時の掘り返りや感憩を普く. 

6.本時の目標

全員が座るためには､椅子がいくつあればよいかという閉居の解き方を図や式で考えることを通して､わり算の

あまりの意味を考え､適切な余りの処理の仕方が理解できる｡

7本時の展即5/'8)(ぐんぐんコース)X.人格同和教育の頼点 

学習のねらい 定ｧx�ｨ�:粐���吋��ﾘ��ﾙUﾘ廁ｴｸ��因I5��靆Hｸi>�vX,h,ﾉ)�.ﾘ.��

つ ��隴H･ﾈ,偬��*B��1.本時の開店の意味をつかむ. 勍旬に応じた韓等がでざるように.習叔度別少人数 

周密に典味をもちそ 的�ﾈ+�,(*(+x,�+x.ﾘ.�-ﾈ+r�2綺�ﾉ�8*(/�*ｨ+x.ﾘ.����ｸｿ�/�ﾗ8*B��

の意味を理解すること �,�,ﾒ�*(+x,ﾘ巉+�*(.�,X+X.X,"��唸皐藕5"ﾘ6偵�+����-ﾈ,X,ﾈｧx�>�vX/�ﾆh麌+ZHｯ��

ができる. LHL;i. 本時の株題が分かる. 售3Y�ﾉ�8ｨ�*｣�+�,ﾈ*(+x,的�ﾈ+�,(+x.ﾙ���ｲ�做ｹ>�vX/��ｨｴ�,X*ｸ.�.h*H,�+x.停�

か 勍今まではあまりも叩いていたけど今Elはない, 勍槻由を読んで.分かること､知りたいことを明ら 

･いすが何個いるのか知りたい, 凾ｩにする. 

む 勍式は35÷4-8あまり3 2.棚を生.み出す○ 勍会見が座らなければいけないことを杜打ナる｡ + 

霊書芸芸霊宝冨'芸だりを恥:ていない時の間当l 

育 え S �2靆�,ｨ+X/�.�,"��B靂)�ﾉ,y_ｨ/�+x.停�3.脚解決の方汝を自分なりに考える. わり井で.回でかけ井で青葉で 凵揩｠まりのあるわり掛._なる開脚面では,必 ずしも計井結果が答えにはならないことに 気付き､余りの処理のしかたを工夫する○(あ 

4.全長が座るときに必要な椅子の故を併呑に求める. 勍まりの分を+1と考えている.) 

国や除法を使って,啓 �Fﾈ+�����*�,&ﾅ�*(+vﾈ+��2蹈ｘ+�ﾃ3��ﾂ�宙ﾖﾈ*i_ｸ6ﾘ�ｸ6r���闔ｩ�ﾈ-�,h.�,ﾈﾖﾈ*i_ｸ.*I9ｨ*h/��+X+ﾘﾚｨｹ(/��

えを#き出すことがで �8h6｣����#y�ﾂ� �8ﾍｸ+X,H*(.�*�/�F9�ｸ+ZI�8ﾈ��zﾈ,ﾈ�ｨ,X�2�

きる. �8+�����#9�ﾂ� ��ﾙ4倬ﾙ��,X*ｸ.�.c�,�+x.鎚ｸ�-�ｸ*ｩZｨ*��.x*倬�8,���+X,H,ﾚHｯxｭH轌��,W(ｾ�ｾ�*｢�

産れているかな?｣.と声かけをし､あまりの 

I叶l=looool那~3^_E脚^い印でtBt†lで' 19=loool丑Lj三 刪ﾓ味を考え.+1をしなければいけないこと に気づけるようにする. ※庶習書顎を用いて如たり.互いの考えを交凍した 

査左｣しこ35÷4=8あまり3 凾ｯることで､赦俵を正しく処理し､科学的で合理 

…- 剴Iな見方や考え方を育てる. 

顔 乖�8ｿ9ny.Z2�5,考えを発表し.全休で交流する. 僞? ■~に助首する 

各自の考えを交流す ��ｸ齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h,iNH-x,�*ｨ.y$�*ｺHｫI�ｨ/��+Xﾘx*B���7B��隲y9｢�*�-ﾈ.�*｣8+�*�.zI9ｨ*h,�8/�+ﾘ+X,Hﾔ｢�

る中で､全長が座るため �,�+h,h+�.ｲ闃x*H,h+�.ｲ�.h*(,h+�.ｲ���*h,ﾓ��+��/�8ｨ+�*�*ⅸ*�-ﾈ.�,ﾘ-ﾈ+韃�.ｨ,B�X,�*)�ﾈ,ﾉ�H+�*�.x*�-ﾈ.�*ｦﾈ,X.��ﾉEh,R�

には､答えに+1をしな ��ｸ,x*H+X,I9ｨ*h*｣�+�,�,�.�,ﾈ*兔�ﾘ+x.停�白�.�8,X.�*(+x,ﾓ��ｹ�ﾘ.(+�,�.h*(+�,h,��

め �*�.ｨ,�8ﾃ�*�,�*(+�,h*｢�.8こでは,3人の子がまだ座っていないからいすは 刹Cづけるようにする○ 

分かさ. 旦ヱ｣重畳王道L 堀+�*(.停���ﾘ*�-ﾈ.�,ﾈ*�.�.ﾘ.溢ｸﾚ8.兔(ｸ��ｩlｨ,X,ﾚITｲ�H�ｸ,b�

ら �,あまりは.座っていない子の故だから.1でも2で 刄Uしも計算結果が答えにはならなレ-を 理解し､適切な余りの処理の仕方が分かる.. 
ーも3でもいすはもう.1ついる. 6.別の間唐でも使えるか放かめる. 刮ｾ汲.理麻ノート)1 ･早くできてしま?た児豆には別の閉居に取り 組めるようにするD 

.別の閉居でも使える 售39�ﾈ*｣Y�ﾈ�h.�,ﾈ7ｸ�ｸ6x,Xﾏﾈ+�*Hｭﾒﾙ6�.�-ﾈ+r��

普 と ���ﾕ雍�+���+x.�9ｨ*h/��ｲ�7一分かJDたことをまとめる. 勍児蔓のがんばりや考え方の良さ網介し.次時の 

あまりがあるのに､あまりを聞いていない時臥 

●め 冖�.x*�,�+x.��あまりの意味を考えて.答えに+1すればよい. 

ち 男9�u��8.学習を撮り返り､次時-のめあてをもつB 

.自己評価カードに本時の振り返りや感想を書く○柿酢一る｡ 
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算数の.授業の進め方 ろむ唐草

蓋果港

前の時間やこれまでの学習とくらべて問題を読む｡

r分かっていることは～J r聞いていることは～J

r前の学習と～がにているJ r～が与がうJ

r式は～です｡わけは～ですJ r今日のかだいは､ ～J

～のしかたを考えよう　～の方法を見つけよう

○善治諾葦賀禁言､いかな?
ト一になりそうだJ
･前に習った方法に直してみよう

毛や臥式,数直線,言葉で考えてみよう

○ペアで交渡しよう
r私の考えは～です｡どうですか｡J

rOOさんの考えは､ですね｡

ぼくの考えは～です｡どうですか｡J

◎-みんなで考えを交流し串う
r私は～で考えてみました｡ J

rはじめに～J r次に～J rだから～J

rOOさんにつけたして,. ･ ･J

rOOさんとちがって, ･ ･ ･J

穆''由かの問題でためしてみよう｡
トーのように考えると,同じようにで書る｡J

○○のときは, ～､と考えて, ◇◇すればよい

･教科書問題
･コース別間克くこつこつコース･ぐんぐんコース)

学習のふりかえり
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